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多摩川を保全・活用する 

多摩川では毎年、多摩川をフィールドとしたスポーツイベントを開催しています。
健康増進とともに、多摩川の自然を身近に感じ、多摩川と親しく関わるきっかけとな
っています。

◆多摩川カヌー教室 
開催日：２００９(平成２１)年８月８日（土）  参加者数：１２５人
    ２０１０(平成２２)年８月２１日（土） 参加者数：１２７人
場 所：等々力緑地先の多摩川・河川敷【中原区】
内 容：カヌー体験

（カヌー基礎知識講習・カヌー操作方法等の水上講習）安全講習（救急法講習）

１６．スポーツイベントの実施

◆川崎国際多摩川マラソンｉｎ川崎 
開催日：２００９(平成２１)年１１月１５日（日）

エントリー数：６，８７５人
２０１０(平成２２)年１２月５日（日）
エントリー数：６，２８１人

会 場：川崎市等々力陸上競技場【中原区】
コース：川崎市等々力陸上競技場（スタート、フィニッシュ）

多摩沿線道路および多摩川河川敷マラソンコース
種 目：ハーフマラソン、１０ｋｍ、３ｋｍ、

親子ペアランニング

◆多摩川リバーサイド駅伝ｉｎ川崎 
開催日：２０１０(平成２２)年３月２１日（日）

エントリー数：１，２７７組
会 場：川崎市古市場陸上競技場【幸区】
コース：多摩川河川敷マラソンコース
種 目：ショートの部（中学生以上）

キッズ・ファミリーの部（小学生以上）
ロングの部（高校生以上）

初心者でも安全に楽しく体験 安全講習では講師も参加者も真剣 カヌーも形状は様々です

こんなに大勢の方々が

参加しました

子どもから大人まで皆で

タスキを繋ぎました
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多摩川を保全・活用する 

１７．かわさき多摩川博

シンポジウムやいかだ下りなどのイベントを通して、多摩川の魅力・情報を発信する
事業を「多摩川博」と総称しています。
２００９(平成２１)年度は「景観」をテーマに、２０１０(平成２２)年度は「歴史・
文化」をテーマに、ＮＰＯ法人多摩川エコミュージアムと川崎市が協働で行いました。

川崎ブースでは「多摩鍋」を出店

２００９(平成２１)年度開催

満開の桜をバックに熱唱

２００９(平成２１)年度開催

２０１０(平成２２)年度開催

干潟にいる貴重な生きものの観察。子どもたちは泥まみれになりながらも真剣

２００９(平成２１)年度開催

◆多摩川桜のコンサート 
開催日：２００９(平成２１)年４月４日（土）

参加者数：約５００人（観覧者）
２０１０(平成２２)年４月３日（土）
参加者数：約７００人（観覧者）

場 所：二ヶ領せせらぎ館前広場【多摩区】
内 容：桜の開花時期に合せて、二ヶ領せせらぎ館前広

場でコンサートを行いました。

◆多摩川源流まつり 
開催日：２００９(平成２１)年５月４日（月・祝）

２０１０(平成２２)年５月４日（火・祝）
場 所：山梨県小菅村（多摩川の源流）
内 容：多摩川の源流のひとつである山梨県小菅村で開

催される源流まつりへ参加し、減流域との交流
を深めました。

◆河口干潟観察会 
開催日：２００９(平成２１)年５月１０日（日）
    参加者数：１５０人

２０１０(平成２２)年５月１６日（日）
参加者数：１０４人

場 所：大師河原干潟館前河川敷【川崎区】
内 容：子どもを対象に、生き物探しなどの干潟体験イ

ベントを行いました。
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多摩川を保全・活用する 

こんなに大きな万華鏡が登場

２０１０(平成２２)年度開催
生田緑地と多摩川のごみを使ったアート

２００９（平成２１）年度開催

◆夏祭り丹波 
開催日：２００９(平成２１)年７月２６日（日）

２０１０(平成２２)年７月２５日（日）
※市民同士の交流のみ

場 所：山梨県丹波山村（多摩川の源流）
内 容：多摩川の源流、山梨県丹波山村のお祭りに参加

し、源流域との交流を深めました。

源流から河口までが繋がります

◆生田緑地サマーミュージアム 
開催日：２００９(平成２１)年８月１日（土）～２日（日）
    参加者数：約８００人（観覧者）

２０１０(平成２２)年７月３１日（土）～８月１日（日）
参加者数：約７００人（観覧者）

場 所：生田緑地【多摩区】
内 容：市内随一の緑の宝庫である生田緑地で行われる催しに参加し、市民に緑や水、

多摩川の環境について考えてもらうイベントを行いました。

◆リレートークショー 
開催日：２００９(平成２１)年８月１６日（日）

参加者数：７１人
場 所：二ヶ領せせらぎ館【多摩区】
内 容：２００９(平成２１)年、二ヶ領せせらぎ館開館１０周年

を記念し、１０年間を振り返り、そして未来へ向かってパ
ネリストと参加者の皆さんとで意見交換を実施しました。

１０年間の思い出が止みません

◆鮎の卵観察会 
開催日：２００９(平成２１)年１０月３１日（土）

参加者数：５４人
場 所：二ヶ領せせらぎ館【多摩区】
内 容春に多摩川を遡上した鮎たちが産卵の季節を迎え

たことから、神奈川県水産技術センター内水面試
験場にご協力いただき観察会を実施しました。

本物の鮎の卵を発見する貴重な体験

エコないかだで GO! 
２０１０(平成２２)年度開催

◆エコ★カップいかだ下り 
開催日：２００９(平成２１)年９月６日（日）

参加者数：２６組１０６人
２０１０(平成２２)年９月５日（日）
参加者数：３３組１４８人

場 所：二ヶ領せせらぎ館下～多摩高校裏の多摩川【多摩区】
内 容：公募参加による廃材等のエコな材料で作った、個性豊か

な手作りいかだによる、多摩川下りのイベントを行いま
した。
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多摩川を保全・活用する 

多摩川を未来へつなぐ思いが集結

２０１０(平成２２)年度開催

趣向を凝らした発表が沢山

２０１０(平成２２)年度開催

記念すべき第１回川崎大会は生憎の天気でした 第２回（２０１０(平成２２)年度）は好天！

◆みずウオーク 
開催日：２００９(平成２１)年１１月１４日（土）

参加者数：約４５０人
２０１０(平成２２)年１０月２３日（土）
参加者数：約７００人

場 所：多摩川沿いのコース（二ヶ領せせらぎ館発着）【多摩区】
内 容：「水辺の自然を楽しみながら健康づくり」をキャッチフレーズとす

るウオーキング大会「みずウオーク」を読売新聞社と実施しました。

◆環境楽習発表会 
開催日：２００９(平成２１)年１月３０日（土）

参加者数：１３２人
２０１０(平成２２)年１月２３日（日）
参加者数：１２０人

場 所：二ヶ領せせらぎ館【多摩区】
内 容：１年間多摩川で行った環境学習で体験した内容を小中学校

の先生、生徒が発表しました。

◆かわさき多摩川博シンポジウム 
開催日：２００９(平成２１)年２月２０日（土）

参加者数：２６６人
２０１０(平成２２)年１２月１１日（土）
参加者数：約１５０人

場 所：高津市民館【高津区】２００９(平成２１)年度
    エポックなかはら【中原区】２０１０(平成２２)年度
内 容：多摩川の歴史に関する総合的なシンポジウム。基調講演や

多摩川博の事業報告、フォトコンテストの表彰式などを実
施しました。

◆環境楽習 
開催日：随時
場 所：二ヶ領せせらぎ館【多摩区】

延参加者数：２００９(平成２１)年度３，００４人、２０１０(平成２１)年度３，２５７人
大師河原水防センター（干潟館）【川崎区】
延参加者数：２００９(平成２１)年度１，０４２人、２０１０(平成２１)年度１，０３７人
※２０１０(平成２１)年度の延参加者数は、ともに２０１１(平成２３)年１月末現在の人数

内 容：市内多摩川の環境学習の拠点施設である二ヶ領せせらぎ館、大師河原水防センター（大
師河原干潟館）を中心に、年間を通じて市内外の小中学生が多摩川の自然や歴史などに
ついて学びました。
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多摩川を保全・活用する 

かわさき多摩川アユマップⅡ 

 多摩川を遡上するアユについて理解を深めてもらうことで多摩川の自然環境にも興味
をもってもらおうと、２００７(平成１９)年度より、市民参加型のイベント等を行ってい
ます。
 ２００９(平成２１)年度は、アユの生態を分かりやすく解説した下敷きを作成しまし
た。

１８．アユ生態調査
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多摩川を保全・活用する 

１９．「多摩川にいこう！」

２００７(平成 19)年 3月に策定した「川崎市多摩川プラン」では、「川崎っ子プロジ
ェクト」として、学校教育における多摩川の活用や環境学習の推進を位置付けています。
多摩川を題材とした環境教育は、既に市内の小・中学校で展開されてきているものの、
多くの学校は未実施です。 
そこで、２００９(平成２１)年度、市内の小学校全てに、「きっかけ作り」を行うこと
を目的とした環境学習資料を作成、配布し、アンケートを実施しました。

多摩川環境学習資料（生徒向けＢ３版ポスター）
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参考資料 

11川崎市多摩川プラン 進捗状況のまとめ

 多摩川プランでは、「川崎の母なる川・多摩川」の魅力を流域を含めた一人ひとりの市民が共有し、豊かな

自然環境と多様な生命が共存しうる新しいライフスタイルを創造することを目指します。 

「川とふるさとの再生、市民協働による多摩川ライフの創造」 

◆川崎市多摩川プランの基本理念と７つの目標 

◆多摩川プランの評価の目的 
川崎市では平成１９年３月に川崎市多摩川プランを策定しました。平成２２年度末で策定から４年が経過するこ

とから、プランの進捗状況について評価を行い、今後のプランの推進に活かしていきます。 

多摩川プランの 7 つの基本目標には、55 の推進施策があり、それぞれの推進施策に対して進捗状況の評価を行

いました。 

事業完了 よく進んでいる 進んでいる 

（継続できているを含む）

あまり進んでいない 全く進んでいない 

Ｓ ＡA A B C 

◆総合評価 

S：１（２％） AA：１０（１８％） A：３８（６９％） B：６（１１％） C：０（０％） 計５５（100％） 

Ⅰ．ふるさとの川・多摩川を育む Ⅱ．多摩川の風景づくり Ⅳ．運動施設の利便性向上Ⅲ．市民に身近な多摩川へ

Ⅵ.生命の賑わい豊かな多摩川へⅤ．子どもの生きる力を育む
場の創造

Ⅶ.参加と協働による川育て

 ５５の推進施策を個別に見ていくと、市民協働の事業（青枠）については、川崎区において新たに大師河原

水防センターが開館し、多摩区の二ヶ領せせらぎ館と併せて環境学習の拠点施設の充実が図られたことや、川

崎市内３校目の水辺の楽校として「だいし水辺の楽校」が開校したこと、またシンポジウムやいかだ下りなど、

多摩川に親しんでもらうための新たなイベントも数多く開催されているなど、取組が良好に進んでいる。 

その他、環境学習や調査などプラン策定以前から行われているものは、継続して実施されている。 

またサイン計画の策定やトイレの充実（簡易水洗トイレの整備）、施設の再整備など整備系（緑枠）の事業に

ついても、プランの策定以後、「多摩川」という視点からアクセス改善や施設の利便性向上に良好に取り組んで

いる。 

一方、企業との連携という点では、企業の清掃活動など個別の例はあるが、企業と多摩川施策とが連携でき

るような仕組みづくりまでは出来ていない（赤枠）。また、河川空間の新たな利用促進については自治体の事

例研究を行ったものの、具体的な取組に至っていない（黄枠）。 

全体の進捗状況として、「Ｃ」（全く進んでいない）という評価はなく、「Ｓ」（事業完了）、「ＡＡ」（よく進

んでいる）、「Ａ」（進んでいる、継続できている）、の評価が全体の９割近くを占めており、概ね順調といえる。

今後、多摩川プランの目的を達成するためには「Ｂ」（あまり進んでいない）の評価をなくすことが必要であ

ることから、今後多摩川プランの目標年次である平成２７年度にむけて、リーディングプロジェクトを見直す

ことにより、推進施策全体を推進し、７つの基本目標を早期に実現していく。 
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参考資料 

◆７つの基本目標における５５の推進施策の評価結果 ※推進施策の「●」は再掲を表します。 
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参考資料 

◎みんなで行こう多摩川プロジェクト 

リーディングプロジェクト 推進内容の見直し

◆リーディングプロジェクト見直しの考え方 
多摩川プランでは、５５の推進施策を先導的に展開するため３つのリーディングプロジェクトに取り組むとし
ており、各プロジェクトには推進施策に位置づけられている事業の中から、優先的かつ重点的に実施すべき推進
内容が位置づけられています。 
平成２２年度末をもってプラン策定から４年が経過し、多摩川プランの中間年を迎えることから、今年度をひ
とつの区切りとしてこれまでのリーディングプロジェクトの取組を評価し、目標年次である平成２７年度に向け
て推進内容を見直し、新たなリーディングプロジェクトとして位置づけます。 

【完了】・・・・・平成22年度末までに事業が完了したため、リーディングプロジェクトから位置づけを
外す事業 

【発展】・・・・・事業がより進んだ段階に移行したため、他の施策と統合した上で引き続きリーディングプロ
ジェクトとして位置づける事業 

【新規】・・・・・社会環境等の変化に合わせ、新たにリーディングプロジェクトとして位置づける事業 

◆リーディングプロジェクト見直しの方向性 

川への案内・川からの案内の整備

駐車施設の充実

桜並木などの復活

「利用ルール」づくりとその展開

簡易水洗トイレの計画的整備

バーベキュー問題の解決

運動施設の利用環境の向上

継続・発展

川への案内・川からの案内

桜並木などの復活

簡易水洗トイレの計画的整備

駐車施設の充実

「利用ルール」づくりとその展開

バーベキュー問題の解決

新規 

新規 

完了 

完了 

総合的なサイン計画の検討・展開

施設の再配置・再整備

幸区船着場周辺の整備

緑地施設の管理水準の向上

運動施設の利用環境の向上

施設の再配置・再整備

河川空間の新たな利用促進

サイクリングコースの延伸等に関する検討

継続 

継続 

継続 

継続 

継続 

継続 

継続 

現在のリーディングプロジェクト 新リーディングプロジェクト 

○ ２００８（平成２０）年度に多摩川サイン計画を策定したことから、「総合的なサイン計画の検討・展開」はリーディングプロジ

ェクトから外し、今後は「川への案内・川からの案内の整備」として、アクセスの向上を図ります。

○ 誰もが行きたくなる魅力的な多摩川を目指し、「桜並木などの復活」「簡易水洗トイレの計画的整備」「駐車施設の充実」「運動施

設の利用環境の向上」「施設の再配置・再整備」に引き続き努めるとともに、バーベキュー問題も含めた「利用ルール」づくりに

市民の皆様とともに引き続き取り組みます。

○ 占用地間に存在する未占用地の有効活用を含めた河川敷の新たな活用方策を検討し、多摩川の魅力をさらに引き出していきます。

○ 県サイクリングコースの移管を進めるとともに、新たに整備された堤防用地を活用したコースの延伸等を検討し、市街地と一体

となった身近な多摩川を創出します。

○ 幸区船着場周辺の整備は、多摩川見晴らし公園の整備完了によりリーディングプロジェクトから外し、今後は「河川空間の新た

な利用促進」のひとつとして活用を検討していきます。

見直しの方向性 
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参考資料 

◎川崎っ子プロジェクト 

◎生命
いの ち

の再生プロジェクト 

○ 「小動物の棲みかになる草地の保全」「鳥類が生息しやすい環境の創出」は、生物調査や環境学習により地域特性を理解したうえで包

括的に検討する必要があることから、「豊かな生きものの生息空間の保全（多自然川づくりの推進）」として総合的に実施することとし

ます。また、「魚類産卵床整備」についても、「豊かな生きものの生息空間の保全（多自然川づくりの推進）」として捉えなおし、整理

していきます。

○ 「市民参加による生物調査」「総合的な情報共有・受発信」「拠点施設の充実」「流域間連携・交流の展開・促進」など、多摩川の

持つ様々な自然環境を知ってもらう作業は継続的に行っていく必要があることから、引き続き行っていきます。

○ 「アユの経年観察・調査」については、市民参加による生物調査や観察会を実施し、一定の成果を得たことから、リーディング

プロジェクトからは外します。

○ 多摩川の持つ特色としての干潟について理解を深め、保全につなげていくため、「河口域における観察ポイントの創出」を新たに

リーディングプロジェクトとして位置づけます。

見直しの方向性 

多自然川づくりの推進
（豊かな生きものの生息空間の保全） 

河口域における観察ポイントの創出

市民参加による生物調査

総合的な情報共有・受発信

拠点施設の充実

流域間連携・交流の展開・促進

発展 

継続 

新規 

継続 

継続 

継続 

新リーディングプロジェクト

多自然川づくりの推進

小動物の棲みかになる草地の保全

鳥類が生息しやすい環境の創出

魚類産卵床整備

アユの経年観察・調査

市民参加による生物調査

総合的な情報共有・受発信

拠点施設の充実

流域間連携・交流の展開・促進

完了 

現在のリーディングプロジェクト

環境学習・環境教育の推進

学校教育における多摩川の環境学習のあり方の検討

水辺の楽校３校目（干潟の楽校）のオープン

「河原の復権」プロジェクトの推進

「河原マップ」の作成

渡し場復活イベントの開催

渡し場跡の碑の整備

「散策こみち」の整備

完了 

発展 
水辺の楽校の展開

環境学習・環境教育の推進

「河原の復権」プロジェクトの推進

渡し場復活イベントの開催

多摩川のビューポイントの選定・活用

企業と育む環境づくり

新規 

新規 完了 

完了 

完了 

継続 

継続 

継続 

現在のリーディングプロジェクト 新リーディングプロジェクト

○ 市内３校の水辺の楽校がそれぞれの地域特性を活かした体験型学習を推進するとともに、連携を強化することで、多摩川が持つ

多面的な特性についての理解を深めていきます。（「水辺の楽校の展開」）

○ 「環境学習・環境教育の推進」「「河原の復権」プロジェクトの推進」「渡し場復活イベントの開催」は引き続き進めていきます。

○ 「多摩川のビューポイントの選定・活用」を行うことで、改めて多摩川の魅力を再発見してもらうとともに、その素晴しさを広く伝えていきます。

○ 市内の企業との連携を強化することにより、企業の持つ様々なノウハウや特性を活かしてもらうことで、多摩川の持つ魅力発信

に繋がるよう働きかけていきます。

○ 「渡し場跡の碑の整備」、「河原マップの作成」については、ほぼ目標を達成したため、リーディングプロジェクトとしては項目

から外しますが、マップについては定期的に見直しを図っていきます。

○ 散策こみちについても、市民の手による散策コースの設定やそれに基づくまちあるきが実施されていることからリーディングプ

ロジェクトからは外しますが、マップの見直し等に反映させていきます。

見直しの方向性 
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